
 

 

【はじめに】平成 27 年 1月認知症施策推進総合戦

略『新オレンジプラン』で,認知症サポーター養成

など全国的な取り組みが推進されている。福山市

でも認知症サポーター養成講座受講後,地域での

ボランティア活動に認知症の知識を活かしていた

だくことを目的に認知症サポーターステップアッ

プ研修を開催している。認知症サポーターステッ

プアップ研修終了者のうち希望者が「認知症サポ

ーターステップアップ研修 OB 会」として月 1 回

程度集まり,情報交換や交流,認知症に関するボラ

ンティア活動の検討を行っている。今回,この方々

を対象に,介護施設見学ツアーを開催した。実施内

容に若干の考察と知見を加え報告する。 

【開催経緯】OB 会参加者より「サポーターの方が

認知症の知識・技術などを生かしたボランティア

をしたい。しかし介護事業体の敷居が高い。」とい

う発言がきっかけである。同市でもボランティア

需要・供給の調整を行う機関があるものの周知・

活用が若干乏しい部分があった。そこで当事業体

と近隣の他法人通所介護事業体,認知症サポータ

ーステップ研修 OB 会の事務局である行政とツア

ーを企画した。 

【企画内容】企画名：「介護施設 ぶらっとおさん

ぽツアー」①対象：OB 会参加者②時間：9:30～

16:00③内容：介護事業体見学・MTG④ボランティ

ア保険加入(実費)⑤参加費：無料⑥受入介護事業

体役割：見学者送迎・昼食提供・MTG 参加⑦ツア

ーフラッグ作成。これらを双方の介護事業体・OB

会参加者・行政等と連絡・調整し準備した。開催

当日は見学先で下記①～③を共通事項とした。①

施設案内人：各事業体利用者・入居者②事前説明：

各事業体スタッフが送迎車内で参加者に事業体特

性・留意点等説明③見学内容：普段の介護空間 

【結果】参加者総数 11 名（60 歳代後半・男性３

名・女性８名）,運営スタッフ 7名で実施した。ツ

アー参加者からは、介護事業体の実態,認知症理解

は深まり、介護事業体への敷居の改善効果は感じ

られた。ボランティア・介護事業体側のマッチン

グまでには至らなかった。 

【考察】企画・開催を通して,私たちのイメージ以

上に,市民の認知症・介護事業体イメージにギャッ

プがあることが確認された。今後,地域共生・“自

律”(自己決定・自己選択)が促進される中で,「百

聞は一見にしかず」の想いで、事業体・市民協働

で「観て・聴いて・感じる」活動を更に促進すべ

きであると考えられた。 

【今後について】今回は,OB 会参加者の何気ない

一言から社会的実験の一つとして開催に至った。

地域包括ケアシステムは、医療・介護関係者ばか

りで論じるのではなく,市民と一緒になって踏み

出し,共に『観て・聴いて・感じる』事が重要であ

る。また、これが、各種ボランティア活動への一

歩に繋がる可能性が伺え、今後のグループホーム

の新たな役割であることが示唆された。 
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認知症対応型共同生活介護(グループホーム) 

平成 16 年 7 月 1 日開設 定員 18 名(2 ユニット) 

海沿いの静かな場所に位置し,四季折々に表情を変える瀬戸内の

眺めは入居者様や訪問者の心を和ませてくれる住み良い環境。地

域行事に参加したり,ホーム内行事に参加して頂いたりし,地域

に根ざした馴染みの関係を築いている。皆様が安心した穏やかな

日常生活が送られる様に専門職や地域の資源を活用しながらサ

ービスの向上に向けた取り組みを行っている。 
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